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 1923 年に⽇本初の「霊園」がつくられ、それからまもなく 100 年が経とうとしているが、

これまでの研究では、霊園の全体像が明らかにされておらず、俯瞰的な研究がなされていな

い。本研究では、⽇本初の霊園である多磨霊園をその⼀つに含む、都⽴霊園全体の変遷を明

らかにすることを⽬的とする。研究⽅法は、⽂献調査と都⽴霊園全 8 ヶ所へのフィールド

ワークである。調査対象とした⽂献は、東京都などが発⾏する公的資料、新聞、雑誌記事で

ある。 

 都⽴霊園とその前⾝である共葬墓地の歴史を調査した結果、初めから霊園として整備さ

れたものと、そうでなかった墓地があることが明らかになった。 

 現在の東京 23 区に位置する、当初は神葬祭地あるいは共葬墓地として整備された墓地の

⼀部は、順次別の墓地へ改葬され、廃⽌された。その⼀⽅で、⼤正以降に、東京 23 区外に、

それまでの墓地に対する暗い印象を、明るいものへと印象を改善する⽬的で作られた霊園

には、廃⽌された墓地に埋葬されていた遺⾻の⼀部が改葬されている。第⼆次世界⼤戦後

は、東京 23 区内にある墓地のうち、戦前に廃⽌されなかった⻘⼭、⾕中、染井、雑司ヶ⾕

霊園が全⾯公園化のため再貸付停⽌となる。初めから霊園として整備された東京郊外の墓

地に対する廃⽌案、移転案は出なかったものの、東京 23 区内に位置する、⼜はかつて位置

した墓地はいずれも廃⽌、あるいは廃⽌、移転案が持ち上がっているという共通点があっ

た。市街地の墓地を郊外へと改葬していった結果、現在の都⽴霊園になった。 

 霊園という巨⼤な墓地施設が今後も郊外へ作られていく可能性は低い。しかし、霊園が果

たした墓地全体の印象改善、「霊園の考え⽅」は、今後の墓地⾏政にも⽣かすことができる

のではないかと考える。 
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